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年 度 別 決 算 審 査 等 実 績 

（平成２７年度～令和６年度）  

 

令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日 

鳥取県監査委員事務局 

実施 
年度 

対象 
年度 

審 査 経 緯 審 査 結 果 の 概 要 

６ ５ R６. 8．9 
 
R６. 9.27 
 
R６.10. 9 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一 般 会 計等） 
一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書並びに附

属書類の計数は正確であり、予算の執行等について一
部留意改善すべき事項はあるものの、概ね適正に処理
されているものと認めた。 

（基金運用状況） 
各基金とも運用に関する計数は正確であり、設置目

的に沿って適正に運用されており、また、会計経理事
務は適正に処理されているものと認めた。 

（公営企業会計） 
決算及び決算附属書類の計数は、いずれも関係諸帳

簿、証書類及び出納取扱金融機関の証明と符合し正確
であり、また、決算諸表は、事業の経営成績及び財政
状態を適正に表示しているものと認めた。 

５ ４ R５．8．7 
 
R５．9.15 
 
R５.10.12 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一 般 会 計等） 
一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書並びに附

属書類の計数は正確であると認めた。 
（基金運用状況） 

各基金とも運用に関する計数は正確であり、設置目
的に沿って適正に運用されており、また、会計経理事
務は適正に処理されているものと認めた。 
なお、鳥取県美術品取得基金については、これまで

年度末までに当該年度の購入美術品を一般会計に帰属
させ、翌年度当初には現金で全額を保有していたが、
令和４年度末では美術品 44点 457,838,200円、現金
42,161,800円で保有している。 

（公営企業会計） 
    同   上 

４ ３ R４．8．5 
 
R４．9.27 
 
R４.10.13 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一 般 会 計等） 
一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書並びに附

属書類の計数は正確であると認めた。 
なお、予算の執行等については、事務処理の不備に

より土木費国庫補助金に多額の収入未済が発生するな
ど、留意改善すべき事項が散見された。 

（基金運用状況） 
各基金とも運用に関する計数は正確であり、設置目

的に沿って適正に運用されており、また、会計経理事
務は適正に処理されているものと認めた。 

（公営企業会計） 
  同   上 

３ ２ R３．8．4 
 
R３. 9.28 
 
R３.10. 8 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一 般 会 計等） 
一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書並びに附

属書類の計数は正確であり、予算の執行等について一
部留意改善すべき事項はあるものの、概ね適正に処理
されているものと認めた。 

（基金運用状況） 
同   上 

（公営企業会計） 
    同   上 
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実施 
年度 

対象 
年度 

審 査 経 緯 審 査 結 果 の 概 要 

２ 元 R２. 8. 7 
 
R２. 9.25 
 
R２.10. 7 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一般会計等 ） 
一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書並びに附

属書類の計数は正確であり、予算の執行等について一
部留意改善すべき事項はあるものの、概ね適正に処理
されているものと認めた。 

 
（基金運用状況） 

各基金とも運用に関する計数は正確であり、設置目
的に沿って適正に運用されており、また、会計経理事
務は適正に処理されているものと認めた。 

（公営企業会計） 
決算及び決算附属書類の計数は、いずれも関係諸帳

簿、証書類及び出納取扱金融機関の証明と符合し正確
であり、また、決算諸表は、事業の経営成績及び財政
状態を適正に表示しているものと認めた。 

元 ３０ R元. 8. 8 
 
R元. 9.27 
 
R元.10. 8 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一般会計等 ） 
同   上 

（基金運用状況） 
同   上 

（公営企業会計） 
同   上 

３０ ２９ H30. 8. 6 
 
H30. 9.28 
 
H30.10.12 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一般会計等 ） 
同   上 

（基金運用状況） 
同   上 

（公営企業会計） 
同   上 

２９ ２８ H29. 8. 7 
 
H29. 9.28 
 
H29.10.10 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一般会計等 ） 
同   上 

（基金運用状況） 
同   上 

（公営企業会計） 
同   上 

２８ ２７ H28. 8. 9 
 
H28. 9.29 
 
H28.10.11 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一般会計等 ） 
    同  上 
（基金運用状況） 

  同  上 
（公営企業会計） 

  同  上 
２７ ２６ H27. 8. 7 

 
H27. 9.29 
 
H27.10. 8 

決算審査意見書の提出 
<公営企業会計> 
決算審査意見書の提出 
<一般会計等・基金> 
県議会決算審査特別委
員会開催 

（一般会計等 ） 
同   上 

（基金運用状況） 
同   上 

（公営企業会計） 
同   上 
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年 度 別 決 算 審 査 等 実 績 （ 意 見 ） 

（平成２７年度～令和６年度） 

 

実施 
年度 

対象 
年度 

監  査  意  見 
一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 公 営 企 業 会 計 

６ ５ （一般会計） 
①県の財政運営について 
②収入未済額の縮減について 
 
 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 
②剰余金の処理について 
 

（企業会計） 
①県営企業会計について 
ア 経営プランの見直し及び企業局の組織の 

適正規模について 
イ 事業の民間移管や不採算事業の見直しに 

ついて 
 ウ 企業局の取り組むべき方向性について 
②電気事業について 
ア 災害等のリスク要因を織り込んだ経営プ 

ランの見直しについて 
 イ 損益計算書等へのセグメント別の内訳の 

記載について 
③工業用水道事業について 
 ア 日野川工業用水道事業における適正な料 

金への改定について 
 イ 鳥取地区工業用水道事業における今後の 

在り方について 
④埋立事業について（竹内工業団地の未分譲地 
の早期売却又は貸付について） 

 
（病院事業会計） 
①県営病院事業について 
ア 県営病院の各医療圏の中核的役割につい 
  て 
イ 医療従事者の職場環境づくり及び医師の 

育成について 
ウ 薬剤師の確保について 
エ 看護師の職場づくりについて 
オ 未収金（患者自己負担分）の回収につい 
  て 
カ 救急救命センターの信頼関係の構築及び 

病院内の各種ハラスメントについて 
②中央病院について 
 ア 医業収益の増収及び医業費用の削減並び 

に高額な医療機器の導入について 
 イ 働き方改革について 
③厚生病院について 
 ア 経営の健全化について 
 イ 働き方改革について 
 ウ 施設修繕について 
 
（天神川流域下水道事業会計） 
①経営戦略の見直しについて 
②今後の汚水処理の在り方について 
③不明水（雨天時侵入水対策）について 
④指定管理委託について（脱炭素社会への貢献
及び経営改善） 
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実施 
年度 

対象 
年度 

監  査  意  見 
一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 公 営 企 業 会 計 

５ ４ （一般会計） 
①県の財政運営について 
②収入未済額の縮減について 
① 財務に関する事務の適正な処理につい

て 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 
 

（企業会計） 
①電気事業について 
ア 小水力発電所の発電量向上について 
イ 公共施設等運営権の設定による運営につ

いて 
②工業用水道事業について 
ア 日野川工業用水道事業における配水管の

老朽化対策について 
イ 鳥取地区工業用水道事業における経営改

善に向けた対応方針等について 
ウ セグメント毎の経営状況分析及び給水単

価の引き上げ等について 
③埋立事業について（竹内工業団地に係る未分
譲地の売却及び事業運営の在り方検討） 
 

（病院事業会計） 
①経営の健全化について 
②医療従事者の確保等について 
③厚生病院の大規模水害とＢＣＰについて 
④未収金（患者自己負担分）の回収について 
⑤改革プランの策定と病院の役割・機能につい
て 

 
（天神川流域下水道事業会計） 
①指定管理委託について（適正な業務運営） 
②経営戦略の運用について（着実な事業運営） 

４ ３ （一般会計） 
①県の財政運営について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 
 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 

（企業会計） 
①電気事業について（小水力発電所の発電量向
上について） 

②工業用水道事業について（鳥取地区工業用水
道事業における需要開拓及び日野川工業用水
道事業における配水管の老朽化対策） 

 
（病院事業会計） 
①経営の健全化について 
②医療従事者の確保及び働き方改革等について 
③未収金（患者自己負担分）の回収について 
 
（天神川流域下水道事業会計） 
①経営戦略の運用について（柔軟な事業運営） 

３ ２ （一般会計） 
①県の財政運営について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 
 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 

（企業会計） 
①電気事業について（売電単価の向上及び小水
力発電所の発電量向上について） 

②工業用水道事業について（鳥取地区工業用水
道事業における需要開拓） 

 
（病院事業会計） 
①経営の健全化について 
②医療従事者の確保等について 
③未収金（患者自己負担分）の回収について 
 
（天神川流域下水道事業会計） 
①指定管理委託について（経費削減等） 
②雨天時等侵入水について（調査研究と緊急時
の対応） 
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実施 
年度 

対象 
年度 

監  査  意  見 
一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 公 営 企 業 会 計 

２ 元 （一般会計） 
①県の財政運営について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の更なる適正な処理に
ついて 

 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 

（企業会計） 
①電気事業について（小水力発電所の収益確保
について） 

②工業用水道事業について（鳥取地区工業用水
道事業における需要開拓） 

 
（病院事業会計） 
①経営の健全化について 
②医療従事者の確保等について 
③未収金（患者自己負担分）の回収について 

元 ３０ （一般会計） 
①県の財政運営について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 
 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 

（企業会計） 
①電気事業について 
ア 小水力発電所等の稼働について 
イ 公共施設等運営権の設定による運営につ
いて 

②工業用水道事業について（財源確保策の検討
と利活用の働きかけ） 

 
（病院事業会計） 
①中央病院の新病院開設に伴う収益確保につい            
 て 
②厚生病院の財務改善の継続について 
③医療従事者の確保について 
④未収金（患者自己負担分）の回収について 

３０ ２９ （一般会計） 
①県財政の健全化について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 
 
（特別会計） 
①適切な資金準備について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 

（企業会計） 
①電気事業について（小水力発電所の収支改
善） 

②工業用水道事業について（新規給水先開拓と
地元自治体等の連携） 

 
（病院事業会計） 
①健全経営等について 
②医療従事者の確保について 
② 未収金（患者自己負担分）の回収について 

２９ ２８ （一般会計） 
①県財政の健全化について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 
 
（特別会計） 
①適切な資金準備について 
②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 

（企業会計） 
①健全経営について 
②電気事業の推進について 
③工業用水道事業の収支改善について 
④人材の養成・確保について 
⑤固定資産の適正管理について 
 
（病院事業会計） 
①健全経営等について 
②医療従事者の確保について 
③新病院の完成に向けた進捗管理について 
④未収金（患者自己負担分）の回収について 

２８ ２７ （一般会計） 
①県財政の健全化、効率的・機動的な予算
執行について 

②収入未済額の縮減について 
③財務に関する事務の適正な処理について 
 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 
②財務に関する事務の適正な処理について 

（企業会計） 
①次期「鳥取県企業局経営プラン」の策定につ
いて 

②電力システム改革の動向を踏まえた発電事業
について 

③工業用水道事業の今後について 
 
（病院事業会計） 
①経営健全化について 
②医療従事者の確保について 
③未収金（患者自己負担分）の回収について 
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実施 
年度 

対象 
年度 

監  査  意  見 
一般会計・特別会計 公営企業会計 

２７ ２６ （一般会計） 
①県財政の健全化、効率的・機動的な予算
執行について 

②収入未済額の縮減について 
③県税の未納延滞金について 
 
（特別会計） 
①収入未済額の縮減について 

（企業会計） 
①電力システム改革や新エネルギーの導入に向
けた対応について 

②工業用水道事業の新規給水先確保や他用途へ
の活用について 

③境港外港竹内地区の販売戦略について 
 
（病院事業会計） 
①経営健全化への取組みについて 
②医療従事者の確保対策について 
③未収金（患者自己負担分）対策について 

 
 

 


